
Ｎｏ．８－１
近畿地方整備局

事業評価監視委員会
平成22年度第６回

国道480号

鍋 谷 峠 道 路
な べ た に と う げ

平 成 2 3 年 ３ 月
近 畿 地 方 整 備 局

【再評価】



１．防災面の課題の整理
■大阪府・和歌山県境は急峻な山地部であり、府県を結ぶ道路は脆弱

・平成22年７月14日に発生した大雨では、主要な府県間連絡道路５路線のうち４路線が通行止め
・国道480号は、異常気象時通行規制区間が10.1kmにわたり存在

●H22.7.14発生の大雨による通行規制の状況

主要な府県間連絡道路が5路線中

４/５路線が通行止
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１．防災面の課題の整理
■国道480号鍋谷峠付近には、防災要対策箇所が多数存在

・国道480号は防災要対策箇所が多数存在し、線形不良区間が連続
・平成22年の豪雨時には防災要対策箇所以外でも土砂崩れによる通行止めが発生

：防災要対策箇所（29箇所）

国道480号鍋谷峠付近の防災要対策箇所 集中豪雨による法面崩壊状況（H22.7.14撮影）

H22.7.14豪雨による
法面崩壊箇所

大阪府 和歌山県

①

①

②

②
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２．課題を踏まえた対策の検討

■災害等による通行止め、防災要対策箇所及び線形不良区間を回避する対策を検討

：曲線半径R<15m（47箇所）
：縦断勾配 ｉ >９％（総延長約0.9km）
：道路幅員w<5.5m（総延長約4.1km）

すれ違い困難な幅員狭小区間の状況

線形不良区間

平成23年２月23日撮影

平成21年６月12日撮影

トンネル案

①

①

②
②

大阪府 和歌山県
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※急峻な地形で線形不良であるため、現道拡幅では課題を解消できない。



約１％（平成２２年３月末現在）事業進捗率

137億円全体事業費

4,800台/日計画交通量

-工事着手

-用地着手

区間

いずみ ちちおにちょう

（起）大阪府和泉市父鬼町
い と ちょうたいら

（終）和歌山県伊都郡かつらぎ町平

道路延長 4.1km

構造規格 第３種第３級

設計速度 50km/h

車 線 数 ２車線

標準幅員 7.5m

事 業 化 平成20年度

用地取得率 0％（同上）

２．課題を踏まえた対策の検討

標準断面図

計画の概要

事業の整備効果

■災害による通行止めの回避
■線形不良区間、防災要対策箇所の解消等

平面図

●トンネル部●土工部

位置図

【単位：ｍ】

かつらぎ町平地区坑口付近

平
道
路
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峠
道
路
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至 父鬼町

国道480号
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・土砂崩落等により、現道では過去10年間に７回通行止め（延べ９日間）が発生

・現道で通行止めが発生した場合、大幅な迂回
・鍋谷峠道路の整備により、通行止めによる迂回を回避

■通行止めによる迂回の回避（事業区間）

現道区間（国道480号）が通行止め時の迂回現道区間（国道480号）が通行止め時の迂回

過去10年間の通行止め実績（国道480号）過去10年間の通行止め実績（国道480号）

過去10年間で延べ９日の通行止めが発生

供用後50年間に換算

0.4億円

過去１０年間の通行止め実績から算出した
年あたりの迂回解消効果 0.02億円／年

発生年月日 内容 通行止日数（日）
H13.6.23 落石 1
H15.8.15 倒木 1
H15.9.24 倒木 1
H16.9.22 倒木 1
H18.7.21 法面崩壊 1
H21.11.5 路肩決壊 1
H22.7.14 法面崩壊 3
合計 9

年平均 0.9

３．事業効果の把握
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現道区間の通行止日数×迂回解消による効果
（走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少）



３．事業効果の把握

阪和道

■平成23年2月の大雪では、主要な府県間道路で通行止めや立ち往生による渋滞等が発生

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

国道26号

阪和自動車道

県道64号線
（和歌山貝塚線）

県道63号線
（泉佐野岩出線）

県道62号線
（泉佐野打田線）

国道371号

路　　線
時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刻

渋滞

：全面通行止
：チェーン規制
：大阪府から和歌山県への移動車両のみ通行止

①

②

②国道480号府県境付近
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①国道26号梅原交差点付近
（府県境で大型車が立ち往生し国道26号が不通に。
これにアクセスする市内の多くの道路が渋滞）
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高野口IC
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至 大阪

：通行止となった路線
：主要な府県間連絡道路

：著しい渋滞が発生した路線

：冬期チェーン規制区間

・鍋谷峠道路の整備により、国道480号の冬期チェーン規制や異常気象
時通行規制区間が解消し、災害時の代替路として期待
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冬期チェーン規制区間

※阪和道は１３時に通行止解除

冬期チェーン規制区間
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かつらぎ町役場

近畿大学医学部付属病院

鍋
谷
峠
道
路

整
備
前
：国

道
3
7
1
号
経
由

（所
要
時
間
：約

6
0
分
）

整備後：鍋
谷峠道路経由

（所
要時間：約

46
分）

１４分短縮

■伊都消防署管内から大阪府への救急車搬送件数は16件/年

３．事業効果の把握
■高度医療施設への所要時間が短縮し救命率が向上

・鍋谷峠道路の整備により、線形不良区間が解消され、かつらぎ町から近畿大学医学部付属病院
（第三次救急医療施設）への所要時間が短縮し、救急搬送における救命率の向上が期待

（伊都消防本部ヒアリングH20～H22平均）

■かつらぎ町～近畿大学医学部附属病院への所要時間が短縮

整備前
６０分

整備後
４６分

出典：所要時間 道路時刻表2007、H17道路交通センサス

出典：カーラー「緊急事態における経過時間と死亡率の関係」(1981)

緊急時の生存率

 
カーラー曲線 

多量出血の場合、緊急
時の輸送時間が60分に
なると、生存率は10％
と極めて低く、30分以
内（50％の生存率）の
搬送が必要とされてい
ます。
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■費用 ■効果

□事業全体 118億円 災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等

・事業費 116億円 ・走行時間短縮 146億円

・維持管理費 2.8億円 ・走行経費減少 30億円

□残事業 114億円 ・交通事故減少 0.15億円

・事業費 112億円 ・通行止めによる迂回解消（事業区間） 0.42億円

・維持管理費 2.8億円 ・高度医療施設への所要時間短縮による救命率向上 －

災害による被害の回避

・災害時の代替機能の確保 － －

地域住民の不安感の解消

・ＣＶＭ調査 64億円 64億円
道路の信頼性に関するアンケート調査（H23.2）結果より、支払意志額：255円/世帯、対象地域：117,561世帯で算出

※効果のうち、貨幣換算していないものは"－"とした

176億円

■算出条件等

基準年 ：平成22年度
検討期間 ：50年間
現在価値算出のための

社会的割引率：４％
交通量の推計時点 ：平成42年度
推計に用いた資料 ：平成17年度

道路交通センサス
事業費 ：137億円
維持管理費 ：4百万円/km
作成主体 ：近畿地方整備局

鍋谷峠道路
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３．事業効果の把握
■事業の投資効果

・効果については多岐多様に渡るが、災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等について貨幣換算
を行い算出
また、地域住民の不安感の解消について、ＣＶＭ（仮想的市場評価法）により算出

・費用については、道路整備に係る建設費、及び維持管理費で算出



４．関係自治体の意見

地域計画等への位置付け

■和歌山県長期総合計画 平成20年度～平成29年度（平成20年４月）

■かつらぎ町長期総合計画 平成15年度～平成29年度（平成15年７月）
□一般国道480号建設促進期成同盟会（平成５年11月：和泉市、かつらぎ町他４市町村）

■和歌山県知事

■大阪府知事
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平成23年３月９日 交整第1984号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会について（回答）

一般国道480号鍋谷峠道路の対応方針（原案）の「事業継続」について、同意します。なお、事業実施
にあたっては、以下の点に配慮願います。

１．当該事業については、本府が隣接する工区で事業を実施していますので、工程等に関しては、
本府と十分な調整を図りながら、進めていただきたい。

２．工事の実施にあたっては、沿道環境に配慮するとともに、道路構造や施工方法について十分
検討の上、より一層のコスト縮減に努めていただきたい。

平成23年３月９日 県総第563号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会について（回答）

国道480号鍋谷峠道路は、和歌山県と大阪府との連携を強化するなど、広域的なネットワークを形成
する重要な府県間道路であります。
このため、県側供用済区間と合わせて整備効果を高め、さらに、通行止めによる迂回解消や救急

搬送時間の短縮による救命率の向上など、住民の安全・安心な生活を確保するためにも、早期全線
供用が必要であり、対応方針（原案）のとおり、事業継続が妥当と考えます。



５．事業進捗の見込みの視点
■平成20年度に事業化し、工事着手に向けた用地測量や水文調査等を推進中
■引き続き事業を推進し、平成27年度の供用を目指す

区間 2.7km 1.4km 4.1km

用地 ・用地進捗率：0% ・用地進捗率：0% ・用地進捗率：0%

工事 ・未着工 ・未着工 -
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６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

鍋谷峠道路は、災害による通行止めの回避や被災時の復旧費用の軽減などを目的に、
周辺の地形状況等を勘案し選定された合理的な計画であり、周辺の環境や景観の保
全を図り、引き続き事業を推進

平成20年度に事業化しており、今後トンネル坑口位置の見直しによるトンネル延長の
短縮など、設計段階でのコスト縮減や新技術・新工法の積極的な活用など、より一層コ
スト縮減に努めながら事業を推進
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【トンネル延長の短縮】

9m短縮 9m短縮

●当初設計

●見直し

【高風速型ジェットファンの採用（新技術）】

●当初
JF-1000型（風速30m/s）

●見直し
JFX-1000型（風速35m/s）

至 かつらぎ町
至 和泉市

至 かつらぎ町
至 和泉市
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１０基

７基

ジェットファンの基数が
10基から７基に減少



７．対応方針（原案） 国道480号 鍋谷峠道路

鍋谷峠道路は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見
込みの視点から継続が妥当と判断できる

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である

事 業 継 続

１．事業の必要性等に関する視点

・大阪府、和歌山県境は急峻な山地であり、府県を結ぶ道路は脆弱
・国道480号は、防災要対策箇所が多数存在し、線形不良区間が連続
・鍋谷峠道路の整備により、防災要対策箇所や線形不良区間を回避し、安定した交通を
確保するとともに、災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等、災害による被害の回避、
地域住民の不安感の解消等の効果が期待される

２．事業進捗の見込みの視点

・平成20年度に事業化し、工事着手に向けた調査を推進中
・引き続き事業を推進し、平成27年度の供用を目指す
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